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■【童楽寺ホーム】は、少子高齢化が進む山村を
活性化させるべく、平成19年より山村留学生と

共に【現代版寺子屋活動】をスタートしました。

■和歌山県から第二種社会福祉事業であるファミリ

ーホーム(小規模住居型児童養育事業)の認定を受
け、地域・ボランティアにも支えられ、17名の

児童養育経験から、青少年が抱える社会問題にも
危惧しながら、子どもに関する活動全般に対して

取り組んでいます。
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　　　　　　　　　　　　　■【つながり(絆)】の
　　　　　　　　　　　　　　再生を基本理念とし、
親子関係や人間関係
の不具合、学校や社会生活上の不適応など、

児童(青年)の様々な問題を共に向き合います。
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■【名称】童楽寺ホーム
※第二種社会福祉事業
※和歌山県知事認定

■【定員】6名　■【管理者】安武信之   
■【位置】和歌山県伊都郡かつらぎ町新城533-1
■【職員】専門・養育里親各1名　補助員3名
※管理者(専門里親)※副管理者(主任児童指導員)
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■【構造】木造２階建
木造合金2階建
■【敷地】建造物
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童楽寺農園      
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■【安全と健康の確保】
を前提とし【情緒の安
定】【基本的生活習慣の
獲得】【信頼の回復】【意欲向上】を図ることを
目的とし、対象児童・青年に応じた日課を効果
的に活用しながら、共同生活を送ります。
■日常生活から離れ【童楽寺ホーム】で自分自身
　を見つめ直し、【自尊心】【自律心】を取り戻せ
るよう丁寧に関わります。
■家族的な共同生活の中で、お互いに支えられる
経験を通して【つながり(絆)】を重んじる気持
ちを育てます。
■【童楽寺ホーム】卒業後も、できる限り【つな
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り(絆)】を大切にし、継続した支援を行います。
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	600
	起床・あいさつ・洗面 

	615
	朝の集会・ラジオ体操

	645
	洗濯物干し・散歩・ホーム清掃など 

	730
	朝食(片付け)・歯磨き・風呂掃除

	900
	小中学生学習会・※童楽寺共同作業

	1200
	昼食(配膳・あいさつ・片付け)

	1300
	川遊び(夏季)・※童楽寺共同作業

	1600
	洗濯物取り入れ・散歩・おやつ

	1700
	フリータイム・入浴・爪切り・耳かき

	1900
	夕食(配膳・あいさつ・片付け)

	2000
	夕食片付け・歯磨き・洗濯物たたみ

	2100
	小学生読書・中高生学習・日誌記入

	2130
	児童居室点検・小学生就寝あいさつ

	2300
	ホーム点検・消灯

	
	※童楽寺スタッフケース会議(随時)


　※【夏季・冬季休暇中の基本スケジュール】
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■【かけ込み相談室】

主に子育てに関する悩みのご相談に応じます。

■(公社)日本心理学会【登録47560号  安武 史】

■【認定心理士】がカウンセリングし、【里親活動】

【プチ一休さん体験】で関わった多くの子ども

達や青年との生活経験に基づき相談に応じます。

●【プチ一休さん体験】【青年の居場所】コース

●関係機関と連携➡次のステップを紹介

①電話(メール)相談

②毎月25日【童楽寺の日】直接相談
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



　　　　　　　　　　①【長期】里親活動

　　　　　　　　　　②【短期】里親活動

①【長期】里親活動➡和歌山県知事認定【専門里親】

第二種社会福祉事業【ファミリーホーム】

(小規模住居型児童養育事業)
■安定した家庭生活の体験が乏しいことから生じる子ども達の様々な問題を解決し、社会的自立を促進することを目的として、和歌山県内児童相談所より委託された児童を一定期間の養育をいたします。
　■平成30年１月現在で計17名の児童を養育(新城

地区山村留学生含む)。現在でも定期的に交流し、

継続した支援を続けている青年もいます。
②【短期】里親活動➡【プチ一休さん体験】
■長期休暇を利用して、子どもだけのお泊り体験を

実施し、親子関係を見つめ直すキッカケとなります。
童楽寺ファミリーと大自然の中で、お寺での生活を

体験してみませんか。

　●朝勤行　●お掃除　●川遊び(夏期)

●写経体験●農作業体験●山里散策など
※初めての体験希望者は事前個別相談を実施。

※小3～高3までで１～2名の参加を原則。

※体験費用1泊/1人/4000円(H26.1.1改訂)

※電話(メール)随時相談可


　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　 

■【青年の居場所】(18歳～40歳ぐらいの男女)

●高校卒業後の青年を対象とした【青年の居場所】
では、童楽寺の子ども達をはじめ、童楽寺に関
わる人々と共に活動しながら、人間関係の構築
を図ります。ご希望により、アルバイトなど次
のステップへつなぎ、さらに婚活支援活動のサ
ポートにも取り組んでいます。

■【ボランティア】活動

●18歳以上で子どもが
大好きな方
　※原則的に初めての参加
者は事前面談を実施
※未成年者は保護者の同意が必要

※ボランティア活動保険にも加入

●子ども達や他のボランティアとの交流が生まれ、
世代やジャンルを超えての自己再発見が可能。

　●交流会・交流ツアー(西国33ヶ所巡拝)実施

●2日以上滞在ボランティア食費(宿泊費)

　※1人/1日/2000円(学生1000円)
●ボランティア説明会➡電話(メール)随時受付

※毎月25日【童楽寺の日】実施

■【数珠作り体験】【講演(研修)会】

子ども会・公民館・学童保育など出張も可能。
●里親活動●人権問題●地域福祉活動など

●過去実績(高野山大学・民生委員研修会など)
■童楽寺ホーム【加入団体】
●和歌山県里親会

●日本(和歌山県)ファミリーホーム連絡協議会

●和歌山県(かつらぎ町)ボランティア連絡協議会
●(公財)全国青少年教化協議会

●(特活)児童虐待防止全国ネットワーク

★
童
楽
寺
★

■【電車・バス】ご利用の方
JR和歌山線【笠田駅】かつらぎ町営バス(30分)
【下新城俵橋バス停】下車すぐ➡【童楽寺】
※JR【和歌山駅】➡(45分)【笠田駅】

※南海高野線【橋本駅】➡(20分)【笠田駅】
　■【自動車】ご利用の方
京奈和自動車道【紀北かつらぎIC】➡(5分)
R24【笠田駅前】➡(15分)R480【花坂西】➡
(5分) R370【下新城俵橋バス停付近】➡ 

(すぐ)➡【童楽寺】
※下新城俵橋バス停付近【童楽寺案内板】あり

　

■【640-1481】和歌山県伊都郡かつらぎ町新城533-1
■【電話】【FAX】0736-26-0855

■【アドレス】info＠dogakuji.com  

■【HP】http://dogakuji.com/  ■ 童楽寺で検索
  ■経済的支援・金券類・生活用品・食料品・学用品

【ご寄付】よろしくお願い致します。
　■【郵便振替口座番号】＝00940-2-121357　
　　【口座名】＝童楽寺(ドウガクジ）[image: image3.png]



109.44㎡


160.43㎡


307.73㎡


645.00㎡








■平成18年　２月


■平成18年12月


※平成24年  2月


■平成19年　４月


■平成19年　５月





■平成19年　６月





■平成21年12月





■平成22年　5月


第3回【正力松太郎賞】


■平成25年  7月


■平成26年　7月


第28回【人間力大賞】


■平成28年　4月


第二種社会福祉事業


■平成29年　4月


■平成29年10月








■【童楽寺ホーム】建立計画


■和歌山県知事から養育里親


専門里親認定


■【童楽寺ホーム】工事完成


■和歌山中央児童相談所から


児童養育委託開始


■新城地区山村留学児童


養育委託開始


■(財)日本財団 里親家庭整備


助成金交付(児童居室改造)


■(財)全国青少年教化協議会


  青年奨励賞受賞


■わかやま地元力財団受賞


■(公社)日本青年会議所


内閣総理大臣奨励賞など受賞


■ファミリーホーム(小規模住


居型養育事業)開始


■【かつらぎ100選】決定


■全国里親会会長賞受賞














